
(57)【要約】

【課題】他のメモリセルの読み書きの動作時にチャネル

ボディに蓄積されたホールが減少することを抑制する。

【解決手段】絶縁膜１２，１４を持つ二重ＳＯＩ基板を

用いる。シリコン層１５をチャネルボディとし、その表

面にゲート絶縁膜４４を介してゲート電極４５を形成し

、また絶縁膜１４に達する深さにソース拡散層４６およ

びドレイン拡散層４７を形成して、メモリセルＭＣを得

る。シリコン層１５および絶縁膜１４を貫通した状態で

、シリコン層１３に基板バイアス電圧を印加するための

コンタクトプラグ４８を埋め込む。各メモリセルＭＣに

対応したシリコン層１３に、ワード線単位で、基板バイ

アス電圧を印加する。各メモリセルＭＣに対応したシリ

コン層１３をワード線単位で分離する、ワード線方向に

伸びた局所絶縁膜５０を形成する。非書き込み時、非読

み出し時に、基板バイアス電圧を、チャネルボディに蓄

積されたホールの減少を阻止し得る値とする。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 と 、
　 上 記 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 に よ り 分 離 さ れ た 状 態 で 形 成 さ れ た 第 １ の 半 導 体 層 と
、
　 上 記 第 １ の 半 導 体 層 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 に よ り 分 離 さ れ た 状 態 で 形 成 さ れ た 第 ２ の 半 導 体
層 と 、
　 上 記 第 ２ の 半 導 体 層 に 形 成 さ れ た フ ロ ー テ ィ ン グ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ と 、 該 チ ャ ネ ル ボ デ
ィ の 表 面 側 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル を 形 成 す る た め の ゲ ー ト と を 有 す る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に よ り
構 成 さ れ る メ モ リ セ ル と 、
　 上 記 メ モ リ セ ル に 対 応 し た 上 記 第 １ の 半 導 体 層 に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る バ イ ア ス
電 圧 印 加 部 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 メ モ リ セ ル が 存 在 す る メ モ リ 領 域 と 他 の 領 域 と に お け る 上 記 第 １ の 半 導 体 層 を 分 離
す る 局 所 絶 縁 膜 を さ ら に 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 個 の 上 記 メ モ リ セ ル が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 各 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 、 ド レ イ ン は
ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト は ワ ー ド 線 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス は 固 定 電 位 線 に 接 続 さ れ て セ
ル ア レ イ が 構 成 さ れ 、
　 上 記 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 上 記 第 １ の 半 導 体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、
非 読 み 出 し 時 お よ び 非 書 き 込 み 時 に は 、 上 記 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア の
減 少 を 抑 制 し 得 る 第 １ の 値 と さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 上 記 第 １ の 半 導 体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、
書 き 込 み 時 に は 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 と さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 上 記 第 １ の 半 導 体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、
デ ー タ “ １ ” の 書 き 込 み 時 に は 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 と さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 上 記 第 １ の 半 導 体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、
書 き 込 み 時 お よ び 読 み 出 し 時 に 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 と さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に 接 続 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 線 は 、 上 記 ワ ー ド 線 と 平 行 に 配 置 さ
れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 メ モ リ を 持 つ 半 導 体 装 置 に 関 す る 。 詳 し く は 、 こ の 発 明 は 、 半 導 体 基 板 上
に 第 １ の 絶 縁 膜 、 第 １ の 半 導 体 層 、 第 ２ 絶 縁 膜 お よ び 第 ２ の 半 導 体 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ
て お り 、 第 ２ の 半 導 体 層 に 形 成 さ れ た フ ロ ー テ ィ ン グ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ と こ の チ ャ ネ ル ボ
デ ィ の 表 面 側 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル を 形 成 す る た め の ゲ ー ト と を 有 す る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に よ
り 構 成 さ れ る メ モ リ セ ル を 持 ち 、 こ の メ モ リ セ ル に 対 応 し た 第 １ の 半 導 体 層 に 基 板 バ イ ア
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ス 電 圧 を 印 加 す る バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 を 備 え る こ と に よ っ て 、 メ モ リ 領 域 以 外 の 特 性 に 影
響 を 与 え る こ と な く 、 他 の メ モ リ セ ル の 読 み 書 き の 動 作 時 に 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ
た 多 数 キ ャ リ ア が 減 少 す る こ と を 抑 制 し 得 る 半 導 体 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｓ Ｏ Ｉ (Silicon On Insulator)基 板 に 形 成 し 得 る メ モ リ と し て 、 Ｆ Ｂ Ｃ (Floatin
g Body transistor Cell)メ モ リ が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ６ は 、 通 常 の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 ３ ０ の 構 造 を 示 し て い る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 ３ ０ は 、 シ リ コ
ン 基 板 ３ １ 上 に 、 絶 縁 膜 ３ ２ を 介 し て シ リ コ ン 層 （ シ リ コ ン 単 結 晶 膜 ） ３ ３ が 形 成 さ れ た
構 造 と な っ て い る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 は 、 周 知 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ (Separation by IMplanted OXy
gen)法 、 貼 り 合 わ せ 法 な ど で 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ７ は 、 上 述 の Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ を 構 成 す る メ モ リ セ ル で あ る Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)
の 原 理 的 構 成 を 示 し て い る 。 シ リ コ ン 基 板 ３ ０ １ 上 に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 な ど の 絶 縁 膜 ３ ０
２ を 介 し て ｐ 型 シ リ コ ン 層 ３ ０ ３ が 形 成 さ れ た 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 シ リ コ ン 層 ３ ０ ３ を チ ャ ネ ル ボ デ ィ と し て 、 そ の 表 面 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ０ ４ を 介 し て ゲ
ー ト 電 極 ３ ０ ５ が 形 成 さ れ 、 絶 縁 膜 ３ ０ ２ に 達 す る 深 さ に ソ ー ス 拡 散 層 ３ ０ ６ お よ び ド レ
イ ン 拡 散 層 ３ ０ ７ が 形 成 さ れ て 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)と し て の ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ (Me
tal Insulator Semiconductor Field Effect Transistor)が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)は 、 そ れ ぞ れ 、 素 子 分 離 さ れ た フ ロ ー テ ィ ン グ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ
を も っ て マ ト リ ッ ク ス 配 列 さ れ て 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 セ ル ア レ イ ３ ０ ８ が 構 成 さ れ る
。 こ の 場 合 、 ド レ イ ン ３ ０ ７ は ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ に 、 ゲ ー ト 電 極 ３ ０ ５ は ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に 、 ソ
ー ス ３ ０ ６ は 固 定 電 位 線 、 例 え ば 接 地 線 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の 動 作 原 理 は 、 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ （ ｐ 型 シ リ コ ン
層 ３ ０ ３ ） の 多 数 キ ャ リ ア で あ る ホ ー ル 蓄 積 を 利 用 す る 。 す な わ ち 、 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を ５ 極
管 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 ド レ イ ン ３ ０ ７ か ら 大 き な チ ャ ネ ル 電 流 を 流 し 、 ド レ イ ン 接 合
近 傍 で イ ン パ ク ト イ オ ン 化 を 起 こ す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の イ ン パ ク ト イ オ ン 化 に よ り 生 成 さ れ た 過 剰 の 多 数 キ ャ リ ア （ ホ ー ル ） を チ ャ ネ ル ボ
デ ィ に 保 持 さ せ 、 そ の 状 態 を 例 え ば デ ー タ “ １ ” と す る 。 ド レ イ ン ３ ０ ７ と チ ャ ネ ル ボ デ
ィ の 間 に 順 方 向 電 流 を 流 し て 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ の 過 剰 ホ ー ル を ド レ イ ン に 放 出 さ せ た 状 態
を デ ー タ “ ０ ” と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ ー タ “ ０ ” ， “ １ ” は 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ の 電 位 の 差 で あ り 、 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の し き い 値
の 差 と し て 記 憶 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 ホ ー ル 蓄 積 に よ り チ ャ ネ ル ボ デ
ィ 電 位 Ｖ bodyの 高 い デ ー タ “ １ ” 状 態 の し き い 値 Ｖ th1は 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ 電 位 の 低 い デ
ー タ “ ０ ” 状 態 の し き い 値 Ｖ th0よ り 低 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に ホ ー ル が 蓄 積 さ れ た デ ー タ “ １ ” を 安 定 に 保 持 す る た め に は 、 ワ ー ド
線 Ｗ Ｌ に 与 え る 電 圧 Ｖ Ｗ Ｌ を 負 に 保 持 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の デ ー タ 保 持 状 態 は 、 逆 デ
ー タ の 書 き 込 み 動 作 を 行 わ な い 限 り 、 読 み 出 し 動 作 を 行 っ て も 変 わ ら な い 。 す な わ ち 、 キ
ャ パ シ タ の 電 荷 保 持 を 利 用 す る １ ト ラ ン ジ ス タ ／ １ キ ャ パ シ タ の Ｄ Ｒ Ａ Ｍ と 異 な り 、 非 破
壊 読 み 出 し が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 デ ー タ の 読 み 出 し は 、 基 本 的 に 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の 導 通 度 の 差 を 検 出 す る こ と に よ
り 行 わ れ る 。 ワ ー ド 線 電 圧 Ｖ Ｗ Ｌ と ボ デ ィ 電 位 Ｖ bodyの 関 係 が 、 上 述 の 図 １ ９ に 示 す よ う
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に な る の で 、 例 え ば ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に デ ー タ “ ０ ” ， “ １ ” の し き い 値 Ｖ th0， Ｖ th1の 中 間
の 読 み 出 し 電 圧 を 与 え て 、 メ モ リ セ ル の 電 流 の 有 無 を 検 出 す れ ば 、 デ ー タ 検 出 が で き る 。
あ る い は 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に し き い 値 Ｖ th0， Ｖ th1を 越 え る 電 圧 を 与 え て 、 メ モ リ セ ル の 電
流 の 大 小 を 検 出 す れ ば 、 デ ー タ 検 出 が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ ０ Ａ ， Ｂ は 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の 書 き 込 み 動 作 を 示 し て い る 。 図 ２ ０ Ａ は 、 デ ー
タ “ １ ” の 書 き 込 み 動 作 を 示 し て お り 、 ワ ー ド 線 （ ゲ ー ト ） Ｗ Ｌ に 高 い 正 電 圧 を 印 加 し た
状 態 で 、 ビ ッ ト 線 （ ド レ イ ン ） Ｂ Ｌ に 高 い 正 電 圧 を 印 加 し 、 上 述 し た よ う に ド レ イ ン 接 合
近 傍 で イ ン パ ク ト イ オ ン 化 を 起 こ し 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に ホ ー ル を 蓄 積 す る 。 図 ２ ０ Ｂ は 、
デ ー タ “ ０ ” の 書 き 込 み 動 作 を 示 し て お り 、 ワ ー ド 線 （ ゲ ー ト ） Ｗ Ｌ に 高 い 正 電 圧 を 印 加
し た 状 態 で 、 ビ ッ ト 線 （ ド レ イ ン ） Ｂ Ｌ に 負 電 圧 を 印 加 し 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ （ ｐ 型 シ リ コ
ン 層 ３ ０ ３ ） と ド レ イ ン ３ ０ ７ と の 間 の ｐ ｎ 接 合 を 順 方 向 バ イ ア ス し 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ ３
０ ３ か ら ホ ー ル を 排 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ １ Ａ ， Ｂ は 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の 読 み 出 し 動 作 を 示 し て い る 。 図 ２ １ Ａ は 、 デ ー
タ “ １ ” お よ び デ ー タ “ ０ ” の 読 み 出 し 動 作 を 示 し て お り 、 ワ ー ド 線 （ ゲ ー ト ） Ｗ Ｌ に 高
い 正 電 圧 を 印 加 し た 状 態 で 、 ビ ッ ト 線 （ ド レ イ ン ） Ｂ Ｌ に イ ン パ ク ト イ オ ン 化 で デ ー タ が
破 壊 さ れ な い よ う に 、 低 い 正 電 圧 を 印 加 す る 。 図 ２ １ Ｂ は 、 読 み 出 し 時 に お け る 、 ド レ イ
ン 電 流 Ｉ dsと ゲ ー ト 電 圧 Ｖ gsの 関 係 を 示 し て い る 。 例 え ば 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に し き い 値 Ｖ th
0， Ｖ th1を 越 え る 電 圧 Ｖ WLreadを 与 え 、 こ の し き い 値 Ｖ th0， Ｖ th1の 差 に 対 応 す る ド レ イ
ン 電 流 差 Δ Ｉ ds（ ＝ Ｉ 1－ Ｉ 0） を セ ン ス ア ン プ で 検 知 し 、 デ ー タ “ ０ ” ， “ １ ” を 識 別 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 し た メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)は 、 他 の 部 分 の デ ー タ の 読 み 書 き を 行 う 動 作 時 、 す な わ ち
ワ ー ド 線 （ ゲ ー ト ） Ｗ Ｌ に 負 電 圧 を 印 加 し て い る と き 、 ビ ッ ト 線 （ ド レ イ ン ） Ｂ Ｌ の 電 圧
変 化 に 応 じ て 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ て い る ホ ー ル が 減 少 す る 現 象 （ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ
ス タ に お け る パ ス ・ ゲ ー ト ・ リ ー ケ ー ジ 現 象 ） が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 セ ル ア レ イ ３ ０ ８ は 、 複 数 個 の メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)が マ ト リ ッ ク
ス 配 列 さ れ 、 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の ド レ イ ン ３ ０ ７ は 列 毎 に ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ に 接 続 さ れ る
と 共 に 、 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の ゲ ー ト 電 極 ３ ０ ５ は 行 毎 に ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ -2に 高 い 正 電 圧 を 印 加 し 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ -2に 正 、 負 電 圧 を 印 加 し
て デ ー タ “ １ ” ， “ ０ ” を 書 き 込 み 対 象 の メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)-mに デ ー タ を 書 き 込 む と き
、 こ の ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ -2に 接 続 さ れ て い る そ の 他 の メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)-sの ド レ イ ン 電 圧 が
変 動 し て ゲ ー ト に リ ー ク 電 流 が 流 れ る こ と か ら 、 当 該 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)-sの チ ャ ネ ル ボ
デ ィ に ホ ー ル が 蓄 積 さ れ て い た 場 合 、 そ の ホ ー ル が チ ャ ネ ル ボ デ ィ か ら 流 れ 出 て い く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ （ ｐ 型 シ リ コ ン 層 ） の 裏 面 に 絶 縁 膜 を
介 し て 容 量 結 合 す る ｎ + 型 層 か ら な る 補 助 ゲ ー ト を 有 す る 構 成 と し 、 こ の 補 助 ゲ ー ト に 基
板 バ イ ア ス 電 圧 （ 負 の 電 圧 ） を 印 加 し て ホ ー ル 保 持 の 安 定 化 を 図 る こ と が 提 案 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ６ ９ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の 構 成 で は 、 通 常 の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 （ 図 １ ６ 参 照 ） の シ リ コ ン 基 板 に 対
し て 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 与 え る 構 成 で あ る 。 例 え ば Ｓ Ｏ Ｃ (System On Chip)デ バ イ ス に お
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い て 、 メ モ リ 領 域 で な い 他 の 領 域 に も メ モ リ 領 域 と 同 じ 基 板 バ イ ア ス 電 圧 が 印 加 さ れ る こ
と に な り 、 メ モ リ 領 域 と メ モ リ 領 域 で な い 他 の 領 域 と で 最 適 な 基 板 バ イ ア ス 電 圧 が 異 な っ
て い る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の 領 域 で 最 適 な 特 性 を 得 る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 構 成 で は 、 シ リ コ ン 基 板 に 対 し て 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 与 え る 構 成 で
あ り 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る 部 分 が 露 出 し て い る た め 、 外 部 環 境 の 変 化 に よ り 基 板
バ イ ア ス 電 圧 が 変 動 し や す く な っ て い る 。 そ の た め 、 外 部 環 境 の 変 化 に よ り 基 板 バ イ ア ス
電 圧 が 変 動 し 、 メ モ リ の デ ー タ が 消 失 し て し ま う お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 メ モ リ 領 域 以 外 の 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 他 の メ モ リ セ ル の
読 み 書 き の 動 作 時 に 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア が 減 少 す る こ と を 抑 制 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 の 概 念 は 、
　 半 導 体 基 板 と 、
　 上 記 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 に よ り 分 離 さ れ た 状 態 で 形 成 さ れ た 第 １ の 半 導 体 層 と
、
　 上 記 第 １ の 半 導 体 層 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 に よ り 分 離 さ れ た 状 態 で 形 成 さ れ た 第 ２ の 半 導 体
層 と 、
　 上 記 第 ２ の 半 導 体 層 に 形 成 さ れ た フ ロ ー テ ィ ン グ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ と 、 該 チ ャ ネ ル ボ デ
ィ の 表 面 側 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル を 形 成 す る た め の ゲ ー ト と を 有 す る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に よ り
構 成 さ れ る メ モ リ セ ル と 、
　 上 記 メ モ リ セ ル に 対 応 し た 上 記 第 １ の 半 導 体 層 に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る バ イ ア ス
電 圧 印 加 部 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、 半 導 体 基 板 上 に 、 第 １ の 絶 縁 膜 、 第 １ の 半 導 体 層 、 第 ２ の 絶 縁 膜
お よ び 第 ２ の 半 導 体 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ た 、 ２ 層 の 絶 縁 膜 を 有 す る Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 が 用 い ら
れ る 。 １ つ の メ モ リ セ ル は １ つ の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ は 、
第 ２ の 半 導 体 層 に 形 成 さ れ た フ ロ ー テ ィ ン グ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ と 、 こ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ の
表 面 側 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル を 形 成 す る た め の ゲ ー ト と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 メ モ リ セ ル に 対 応 し た 第 １ の 半 導 体 層 に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る バ イ ア ス 電 圧 印 加
部 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 第 １ の 半 導 体 層 は 第 １ の 絶 縁 膜 で 半 導 体 基 板 か ら 分 離 さ
れ て お り 、 半 導 体 基 板 に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る も の で な い こ と か ら 、 メ モ リ 領 域 以
外 の 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 他 の メ モ リ セ ル の 読 み 書 き の 動 作 時 に チ ャ ネ ル ボ デ ィ
に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア が 減 少 す る こ と を 抑 制 で き る 。 ま た こ の 場 合 、 半 導 体 基 板 に 基
板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る も の で は な く 、 こ の 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 で 分 離 さ れ た
状 態 で 形 成 さ れ た 第 １ の 半 導 体 層 に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る も の で あ り 、 基 板 バ イ ア
ス 印 加 部 分 が 露 出 し て お ら ず 、 外 部 環 境 が 変 化 し て も 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は そ の 影 響 を 受 け
に く く 、 外 部 環 境 の 変 化 に 起 因 す る 基 板 バ イ ア ス の 変 動 、 さ ら に は メ モ リ の デ ー タ の 消 失
を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 メ モ リ セ ル が 存 在 す る メ モ リ 領 域 と 他 の 領 域 と に お け る 第 １ の 半 導 体 層 を 分 離
す る 局 所 絶 縁 膜 が 備 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 メ モ リ 領 域 と そ の 他 の 領 域 と が 分 離 さ れ 、 そ
れ ぞ れ 第 １ の 半 導 体 層 に 最 適 な 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 メ モ リ 領 域 に は 、 複 数 個 の メ モ リ セ ル が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 各 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の
、 ド レ イ ン は ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト は ワ ー ド 線 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス は 固 定 電 位 線 に

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-141958 A 2007.6.7



接 続 さ れ て セ ル ア レ イ が 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 第 １ の 半 導
体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、 非 書 き 込 み 時 お よ び 非 読 み 出 し 時 に は 、 チ ャ ネ ル
ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア の 減 少 を 抑 制 し 得 る 第 １ の 値 と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 他
の メ モ リ セ ル の 読 み 書 き の 動 作 時 に チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア の 減 少 を 抑
制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 第 １ の 半 導 体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、
デ ー タ “ ０ ” ， “ １ ” の 書 き 込 み 時 、 あ る い は デ ー タ “ １ ” の 書 き 込 み 時 に は 、 書 き 込 み
に 適 し た 第 ２ の 値 と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 書 き 込 み 時 に ビ ッ ト 線 （ ド レ イ ン ） Ｂ Ｌ に 印 加
す る 電 圧 を 低 く で き 、 同 一 の ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ に 接 続 さ れ て い る 書 き 込 み 対 象 で な い メ モ リ セ
ル 部 分 で パ ス ・ ゲ ー ト ・ リ ー ケ ー ジ 現 象 を 生 じ に く く で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 例 え ば 、 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に よ り 第 １ の 半 導 体 層 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧
は 、 書 き 込 み 時 お よ び 読 み 出 し 時 に 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 と さ れ る 。 こ の 場 合 、 チ ャ
ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア の 保 持 に 適 し た 電 圧 で な い 時 間 が 長 く な る が 、 基 板
バ イ ア ス 電 圧 の 切 り 換 え 周 波 数 を 低 く で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 例 え ば 、 バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 に 接 続 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 線 は 、 ワ ー ド 線 と 平 行 に 配
置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 レ イ ア ウ ト が 簡 単 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 、 第 １ の 半 導 体 層 、 第 ２ 絶 縁 膜 お よ び
第 ２ の 半 導 体 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の 半 導 体 層 に 形 成 さ れ た フ ロ ー テ ィ ン グ
の チ ャ ネ ル ボ デ ィ と こ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ の 表 面 側 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル を 形 成 す る た め の
ゲ ー ト と を 有 す る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に よ り 構 成 さ れ る メ モ リ セ ル を 持 ち 、 こ の メ モ リ セ ル に 対
応 し た 第 １ の 半 導 体 層 に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る バ イ ア ス 電 圧 印 加 部 を 備 え る も の で
あ り 、 メ モ リ 領 域 以 外 の 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 他 の メ モ リ セ ル の 読 み 書 き の 動 作
時 に 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア が 減 少 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 を 適 用 し 得 る Ｓ Ｏ Ｃ (Syste
m On Chip)デ バ イ ス １ ０ ０ を 示 し て い る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 ２ 個 の Ｃ Ｐ Ｕ (C
entral Processing Unit)１ ０ １ Ａ ， １ ０ １ Ｂ と 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ (Dynamic Random Access Memo
ry)１ ０ ２ と 、 Ｒ Ｏ Ｍ (Read Only Memory)１ ０ ３ と 、 ロ ジ ッ ク Ｉ Ｃ １ ０ ４ と 、 ア ナ ロ グ Ｉ
Ｃ １ ０ ５ と 、 シ リ ア ル Ｉ ／ Ｆ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ と 、 パ ラ レ ル Ｉ ／ Ｆ ユ ニ ッ ト １ ０ ７ と 、 光 ポ
ー ト １ ０ ８ と を 備 え た シ ス テ ム Ｌ Ｓ Ｉ (Large Scale Integrated circuit)で あ る 。 こ の Ｓ
Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ の 光 ポ ー ト １ ０ ８ に は 外 部 と の 通 信 の た め に 光 フ ァ イ バ １ １ ０ が 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ に 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 二 重 Ｓ
Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ の 構 造 を 示 し て い る 。 こ の 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 は 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ 上 に 絶 縁 膜
１ ２ を 介 し て シ リ コ ン 層 （ シ リ コ ン 単 結 晶 膜 ） １ ３ が 形 成 さ れ 、 さ ら に こ の シ リ コ ン 層 １
３ の 上 に 絶 縁 膜 １ ４ を 介 し て シ リ コ ン 層 （ シ リ コ ン 単 結 晶 膜 ） １ ５ が 形 成 さ れ た 構 造 と な
っ て い る 。 こ こ で 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ は 半 導 体 基 板 を 構 成 し 、 絶 縁 膜 １ ２ は 第 １ の 絶 縁 膜
を 構 成 し 、 シ リ コ ン 層 １ ３ は 第 １ の 半 導 体 層 を 構 成 し 、 絶 縁 膜 １ ４ は 第 ２ の 絶 縁 膜 を 構 成
し 、 シ リ コ ン 層 １ ５ は 第 ２ の 半 導 体 層 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ は 、 例 え ば 、 （ １ ） Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ 法 、 （ ２ ） 張 り 合 わ せ （ 研 磨 ）
法 、 （ ３ ） 張 り 合 わ せ （ ス マ ー ト カ ッ ト ） 法 等 に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 （ １ ） Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ 法 に よ る 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま ず 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 を 用 意 す る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 は 、 シ リ コ ン 基 板
１ １ に 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 介 し て 、 シ リ コ ン 層 １ ６ が 形 成 さ れ た も の
で あ る 。 こ の シ リ コ ン 層 １ ６ の 厚 さ は 、 エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 工 程 な ど に よ り 必 要 と す る 厚
さ と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 層 １ ６ の 表 面 か ら 高 エ ネ ル ギ ー で 高 濃 度 の 酸 素 イ
オ ン を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ Ｃ に 示 す よ う に 、 高 温 ア ニ ー ル 処 理 を 施 し 、 注 入 さ れ た 酸 素 イ オ ン と シ リ コ
ン と を 反 応 さ せ て 、 シ リ コ ン 層 内 に シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 絶 縁 膜 １ ４ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に シ リ コ ン 層 内 に 絶 縁 膜 １ ４ が 生 成 さ れ る こ と で 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ の 上 に 、
絶 縁 膜 １ ２ 、 シ リ コ ン 層 １ ３ 、 絶 縁 膜 １ ４ お よ び シ リ コ ン 層 １ ５ が こ の 順 に 形 成 さ れ た 二
重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 図 ３ Ｄ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 層 １ ５ の 厚 さ を 所 望 の 厚 さ に 調 整 す る 。 例 え ば 、
エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 工 程 に よ り 厚 く し 、 あ る い は 熱 酸 化 膜 の 形 成 お よ び エ ッ チ ン グ の 工 程
に よ り 薄 く す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ２ ） 張 り 合 わ せ （ 研 磨 ） 法 に よ る 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま ず 、 図 ４ Ａ に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 を 用 意 す る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 は 、 シ リ コ ン 基 板
１ １ に 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 介 し て 、 シ リ コ ン 層 １ ３ が 形 成 さ れ た も の
で あ る 。 そ し て 、 シ リ コ ン 層 １ ３ の 表 面 に 、 熱 酸 化 に よ り シ リ コ ン 酸 化 膜 １ ７ を 形 成 す る
。 シ リ コ ン 層 １ ３ の 厚 さ は 、 エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 工 程 な ど に よ り 必 要 と す る 厚 さ と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 基 板 １ ８ を 用 意 し 、 そ の 表 面 に 熱 酸 化 に よ り シ リ
コ ン 酸 化 膜 １ ９ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 図 ４ Ｃ に 示 す よ う に 、 図 ４ Ａ で 用 意 し た Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 に 、 図 ４ Ｂ で 用 意 し た シ リ コ
ン 基 板 １ ８ を 貼 り 合 わ せ る 。 こ の 場 合 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の シ リ コ ン 酸 化 膜 １ ７ に シ リ コ ン 基 板
１ ８ の シ リ コ ン 酸 化 膜 １ ９ が 重 ね ら れ 、 加 熱 加 圧 に よ り 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 図 ４ Ｄ に 示 す よ う に 、 表 面 側 の シ リ コ ン 層 １ ８ の 厚 さ を 、 Ｃ Ｍ Ｐ (Chemical Mech
anical Polishing)に よ る 研 磨 で 所 望 の 厚 さ に 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 シ リ コ ン 基 板 １ １
の 上 に 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 シ リ コ ン 層 １ ３ 、 絶 縁 膜 １ ４ お よ び シ リ コ ン 層 １ ５ が こ の 順 に 形 成
さ れ た 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ３ ） 貼 り 合 わ せ （ ス マ ー ト カ ッ ト ） に よ る 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 を 用 意 す る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 は 、 シ リ コ ン 基 板
１ １ に 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 介 し て 、 シ リ コ ン 層 １ ３ が 形 成 さ れ た も の
で あ る 。 そ し て 、 シ リ コ ン 層 １ ３ の 表 面 に 、 熱 酸 化 に よ り シ リ コ ン 酸 化 膜 ２ ０ を 形 成 す る
。 シ リ コ ン 層 １ ３ の 厚 さ は 、 エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 工 程 な ど に よ り 必 要 と す る 厚 さ と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 基 板 ２ １ を 用 意 す る 。 そ し て 、 こ の シ リ コ ン 基 板
２ １ に 水 素 イ オ ン を 注 入 し て 基 板 分 離 位 置 を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 次 に 、 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 図 ５ Ａ で 用 意 し た Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 に 、 図 ５ Ｂ で 用 意 し た シ リ コ
ン 基 板 ２ １ を 貼 り 合 わ せ る 。 こ の 場 合 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の シ リ コ ン 酸 化 膜 １ ７ に シ リ コ ン 基 板
の 表 面 が 重 ね ら れ 、 加 熱 加 圧 に よ り 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ Ｄ に 示 す よ う に 、 イ オ ン 注 入 さ れ た 水 素 が 集 中 す る こ と に よ る 基 板 の 分 離 現
象 が 生 じ る 温 度 に 加 熱 す る こ と に よ り 、 シ リ コ ン 基 板 ２ １ を 基 板 分 離 位 置 で カ ッ ト し て 分
離 す る 。 そ し て 、 図 ５ Ｅ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 基 板 ２ １ の 分 離 位 置 を 研 磨 し て 仕 上 げ を
す る 。 こ れ に よ り 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ の 上 に 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 シ リ コ ン 層 １ ３ 、 絶 縁 膜 １ ４
お よ び シ リ コ ン 層 １ ５ が こ の 順 に 形 成 さ れ た 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 上 述 の 貼 り 合 わ せ （ 研 磨 ） 法 に お け る シ リ コ ン 基 板 １ ８ 、 あ る い は 上 述 の 貼 り 合
わ せ （ ス マ ー ト カ ッ ト ） 法 に お け る シ リ コ ン 基 板 ２ １ の 代 わ り に 、 ゲ ル マ ニ ウ ム 、 歪 み シ
リ コ ン 、 シ リ コ ン － ゲ ル マ ニ ウ ム 等 か ら な る 基 板 を 使 用 し て 、 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ と 同 様
の 基 板 を 製 造 し 、 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ の 代 わ り に 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ
法 に お け る シ リ コ ン 層 １ ６ の 代 わ り に ゲ ル マ ニ ウ ム 、 歪 み シ リ コ ン 、 シ リ コ ン － ゲ ル マ ニ
ウ ム 等 の 半 導 体 層 が 形 成 さ れ た も の を 用 い 、 こ の 半 導 体 層 内 に 絶 縁 膜 １ ４ を 形 成 し 、 二 重
Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ と 同 様 の 基 板 を 製 造 し 、 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 １ ０ の 代 わ り に 用 い る こ と も 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ は 、 上 述 し た Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ の Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ を 構 成 す る メ モ リ セ ル で あ る
Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ の 構 成 を 示 し て い る 。 上 述 し た よ う に 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ 上 に 絶 縁
膜 １ ２ 、 シ リ コ ン 層 １ ３ 、 絶 縁 膜 １ ４ お よ び シ リ コ ン 層 １ ５ が こ の 順 に 形 成 さ れ た 、 二 重
Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 が 用 い ら れ て い る 。 シ リ コ ン 層 １ ５ は ｐ 型 シ リ コ ン 層 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 シ リ コ ン 層 １ ５ を チ ャ ネ ル ボ デ ィ と し て 、 そ の 表 面 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ４ を 介 し
て ゲ ー ト 電 極 ４ ５ が 形 成 さ れ 、 絶 縁 膜 １ ４ に 達 す る 深 さ に ソ ー ス 拡 散 層 ４ ６ お よ び ド レ イ
ン 拡 散 層 ４ ７ が 形 成 さ れ て 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ と し て の ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 シ リ コ ン 層 １ ５ お よ び 絶 縁 膜 １ ４ を 貫 通 し た 状 態 で 、 多 結 晶 シ リ コ ン 等 か ら な る
コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ が 埋 め 込 ま れ て い る 。 こ の コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ は 、 絶 縁 膜 １ ２ と
絶 縁 膜 １ ４ と の 間 に 存 在 す る シ リ コ ン 層 １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の コ ン タ ク ト
プ ラ グ ４ ８ は 、 シ リ コ ン 層 １ ３ に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る た め の バ イ ア ス 電 圧 印 加 部
を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 こ の コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ か ら チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 が 印 加 さ れ な
い よ う に 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ と コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ と の 間 に 局 所 絶 縁 膜 ４ ９ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ を 構 成 す る 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 、 素 子 分 離 さ れ た フ ロ ー テ ィ
ン グ の チ ャ ネ ル ボ デ ィ を も っ て マ ト リ ッ ク ス 配 列 さ れ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 セ ル ア レ イ ５
１ が 構 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ド レ イ ン ４ ７ は ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ に 、 ゲ ー ト 電 極 ４ ５ は ワ ー ド 線
Ｗ Ｌ に 、 ソ ー ス ４ ６ は 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ 、 例 え ば 接 地 線 に 、 さ ら に コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ が
基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ に 接 続 さ れ る 。 な お 、 図 ７ に は 、 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ の 図 示 を 省 略 し て い
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ に 対 応 し た シ リ コ ン 層 １ ３ に は 、 ワ ー ド 線 単 位 で 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧
が 印 加 さ れ る 。 そ の た め 、 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ に 対 応 し た シ リ コ ン 層 １ ３ を ワ ー ド 線 単 位 で
分 離 す る 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ 方 向 に 伸 び た 局 所 絶 縁 膜 ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ の 書 き 込 み 、 読 み 出 し の 動 作 は 、 上 述 し た メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ (b)の 書 き 込
み 、 読 み 出 し の 動 作 と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 に つ い て は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 各 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ に 対 応 し た シ リ コ ン 層 １ ３ に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 非 書 き 込 み 時 お よ び 非 読 み 出 し 時 に は 、 シ リ コ ン 層 １ ３ に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧
（ 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ に 印 加 さ れ る 電 圧 ） は 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア
で あ る ホ ー ル の 減 少 を 抑 制 し 得 る 第 １ の 値 、 例 え ば － １ Ｖ と す る 。 こ の 第 １ の 値 は 、 他 の
部 分 の デ ー タ の 読 み 書 き を 行 う 動 作 時 に 、 ビ ッ ト 線 （ ド レ イ ン ） Ｂ Ｌ の 電 圧 変 化 が あ っ て
も 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ て い る ホ ー ル が 減 少 す る 現 象 （ パ ス ・ ゲ ー ト ・ リ ー ケ ー ジ
現 象 ） を 生 じ に く く で き る 電 圧 値 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 書 き 込 み 時 、 読 み 出 し 時 に 関 し て は 、 例 え ば 、 以 下 の （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か
に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ １ ） 図 ８ に 示 す よ う に 、 デ ー タ “ １ ” ， “ ０ ” の 書 き 込 み 時 に は 、 シ リ コ ン 層 １ ３ に
印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 、 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 、 例 え ば ０ Ｖ と す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ２ ） 図 ９ に 示 す よ う に 、 デ ー タ “ １ ” の 書 き 込 み 時 に は 、 シ リ コ ン 層 １ ３ に 印 加 さ れ
る 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 、 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 、 例 え ば ０ Ｖ と す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ ら （ １ ） 、 （ ２ ） の 場 合 、 デ ー タ “ １ ” ， “ ０ ” の 書 き 込 み 時 を 除 き 、 あ る い は デ
ー タ “ １ ” の 書 き 込 み 時 を 除 き 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、 チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た ホ ー
ル の 減 少 を 抑 制 し 得 る 、 上 述 の 第 １ の 値 、 例 え ば ０ Ｖ と さ れ る 。 そ の た め 、 ビ ッ ト 線 （ ド
レ イ ン ） Ｂ Ｌ の 電 圧 変 化 が あ っ て も 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 が 第 ２ の 値 に あ る 場 合 に 比 較 し て
、 パ ス ・ ゲ ー ト ・ リ ー ケ ー ジ 現 象 が 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の 場 合 、 デ ー タ “ １ ” ， “ ０ ” の 書 き 込 み 時 、 あ る い は デ ー タ “
１ ” の 書 き 込 み 時 に 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 、 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 と さ れ る 。 そ の た
め 、 デ ー タ の 書 き 込 み を 行 う 際 の ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ の 電 圧 を 低 く 設 定 で き 、 デ ー タ の 書 き 込 み
を 行 い た く な い ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に 接 続 さ れ て い る 部 分 で の パ ス ・ ゲ ー ト ・ リ ー ケ ー ジ 現 象 は
よ り 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ ３ ） 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 デ ー タ の 書 き 込 み 時 お よ び 読 み 出 し 時 に は 、 シ リ コ ン 層 １
３ に 印 加 さ れ る 基 準 バ イ ア ス 電 圧 を 、 書 き 込 み に 適 し た 第 ２ の 値 、 例 え ば ０ Ｖ と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 場 合 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の 場 合 に 比 べ て 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 が チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積
さ れ た ホ ー ル の 保 持 に 適 し た 値 で な い 時 間 が 長 く な る 。 し か し 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 の 切 り
換 え 周 波 数 を 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の 場 合 に 比 べ て 格 段 に 低 く で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 絶 縁 膜 １ ４ は 、 上 述 し た よ う に Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ 法 、 あ る い は 貼 り 合 わ せ 法 に よ り 形 成 さ れ る
の で 、 ゲ ー ト 酸 化 膜 ４ ４ よ り も 厚 く な る こ と が 一 般 的 で あ る こ と を ふ ま え る と 、 こ の （ ３
） の 場 合 は 、 高 速 記 録 再 生 を 実 現 す る た め に 適 し た 基 板 バ イ ア ス 電 圧 の 印 加 方 法 と な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ と ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ に 対 す る 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ の 配 置 方 法 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 上 述 し た よ う に 、 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ お よ び ワ ー
ド 線 Ｗ Ｌ に 加 え て 、 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ の 接 続 が 必 要 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 １ １ に 示 す よ
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う に 、 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ と ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ と を 平 行 に 配 置 す る こ と で 、 同 時 に 駆 動 さ れ る ワ ー
ド 線 Ｗ Ｌ と 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ と を 平 行 に 配 置 す る こ と を 容 易 と し て い る 。 こ れ に 対 し て
、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ と ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ と を 直 交 し て 配 置 す る と 、 ワ ー ド
線 Ｗ Ｌ と 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ と を 平 行 に 配 置 す る た め に は 、 よ り 複 雑 な レ イ ア ウ ト が 必 要
と な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ に 対 応 し た シ リ コ ン 層 １ ３ に コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ を
介 し て 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る 構 成 と な っ て い る 。 シ リ コ ン 層 １ ３ は 絶 縁 膜 １ ２ ２ で
シ リ コ ン 基 板 １ １ か ら 分 離 さ れ て お り 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る
も の で な い こ と か ら 、 メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ が 存 在 す る メ モ リ 領 域 以 外 の 特 性 に 影 響 を 与 え る こ
と な く 、 他 の メ モ リ セ ル Ｍ Ｃ の 読 み 書 き の 動 作 時 に チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ
リ ア が 減 少 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 シ リ コ ン 基 板 １ １ に 基 板 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る も の で は な く 、 こ の シ リ コ ン 基
板 １ １ 上 に 絶 縁 膜 １ ２ で 分 離 さ れ た 状 態 で 形 成 さ れ た シ リ コ ン 層 １ ３ に 基 板 バ イ ア ス 電 圧
を 印 加 す る も の で あ り 、 基 板 バ イ ア ス 印 加 部 分 が 露 出 し て お ら ず 、 外 部 環 境 が 変 化 し て も
基 板 バ イ ア ス 電 圧 は そ の 影 響 を 受 け に く く 、 外 部 環 境 の 変 化 に 起 因 す る 基 板 バ イ ア ス の 変
動 、 さ ら に は メ モ リ の デ ー タ の 消 失 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ に 示 す Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ で は 、 少 な く と も 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ が 存 在 す る メ モ リ
領 域 と そ の 他 の 領 域 と の 間 で シ リ コ ン 層 １ ３ を 分 離 す る 局 所 絶 縁 膜 ５ ５ が 設 け ら れ て い る
。 図 １ ３ は 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ が 形 成 さ れ た メ モ リ 領 域 と 、 ロ ジ ッ ク Ｉ Ｃ １ ０ ４ 、 ア ナ ロ グ
Ｉ Ｃ １ ０ ５ が 形 成 さ れ た ロ ジ ッ ク ／ ア ナ ロ グ 領 域 の 部 分 を 示 し て い る 。 メ モ リ 領 域 に 対 応
し た シ リ コ ン 層 １ ３ に は 、 上 述 し た よ う に 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ に よ り 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ
の 単 位 で 、 基 板 バ イ ア ス 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 ま た 、 ロ ジ ッ ク ／ ア ナ ロ グ 領 域 に は 、 メ モ リ
領 域 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ８ と 同 様 に 形 成 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ ５ ６ に よ り 、 所 定 の 基
板 バ イ ア ス 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う に 、 メ モ リ 領 域 と そ の 他 の 領 域 と の 間 に シ リ コ ン 層 １ ３ を 分 離 す る 局 所 絶 縁 膜
が ５ ５ が 備 え ら れ る こ と で 、 メ モ リ 領 域 と そ の 他 の 領 域 と に 対 応 し た シ リ コ ン 層 １ ３ に そ
れ ぞ れ 最 適 な 基 板 バ イ ア ス を 印 加 す る こ と が 可 能 と な り 、 Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ の 最 高 特
性 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス １ ０ ０ で は 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ Ａ と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ Ｂ
と の 間 は 光 導 波 路 を 使 用 し た 光 通 信 が 行 わ れ る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 図 １ ４ に 示 す よ
う に 、 光 通 信 の た め の 光 導 波 路 ６ １ は 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 シ リ コ ン 層 １ ３ お よ び 絶 縁 膜 １ ４ を
用 い て 形 成 さ れ る 。 こ の 図 １ ４ で は 、 メ モ リ 領 域 に 隣 接 し て 光 導 波 路 領 域 が 存 在 す る も の
と し て 示 し た 。 こ の 場 合 、 絶 縁 膜 １ ２ ， １ ４ に 挟 ま れ る シ リ コ ン 層 １ ３ に 、 光 導 波 路 ６ １
と し て の 肉 厚 部 が 形 成 さ れ て い る 。 シ リ コ ン （ Ｓ i） の 屈 折 率 は ３ ． ５ で あ り 、 二 酸 化 シ
リ コ ン （ Ｓ iＯ 2 ） の 屈 折 率 は １ ． ５ で あ る こ と か ら 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 シ リ コ ン 層 １ ３ お よ び
絶 縁 膜 １ ４ に よ っ て 光 導 波 路 ６ １ を 形 成 で き る 。 な お 、 こ の 光 導 波 路 領 域 に 対 応 し た シ リ
コ ン 層 １ ３ に は 基 板 バ イ ア ス 電 圧 は 印 加 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ こ で 、 図 １ ５ を 参 照 し て 、 Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ 法 で 製 造 す る 場 合 に お け る 光 導 波 路 ６ １ の 製 造
工 程 を 説 明 す る 。 こ の 図 １ ５ に お い て 、 図 ３ と 対 応 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳
細 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま ず 、 図 １ ５ Ａ に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 を 用 意 す る 。 こ の Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 は 、 シ リ コ ン 基
板 １ １ に 、 絶 縁 膜 １ ２ 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 介 し て 、 シ リ コ ン 層 １ ６ が 形 成 さ れ た も
の で あ る 。 こ の シ リ コ ン 層 １ ６ の 厚 さ は 、 エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 工 程 な ど に よ り 必 要 と す る
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厚 さ と す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 図 １ ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 熱 酸 化 に よ り 、 シ リ コ ン 層 １ ６ の 表 面 に シ リ コ ン 酸 化 膜
２ ２ を 形 成 す る 。 そ し て 、 パ タ ー ニ ン グ を 行 っ て 、 図 １ ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 二 酸 化 シ リ コ
ン か ら な る 、 光 導 波 路 パ タ ー ン に 対 応 し た マ ス ク を ２ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ５ Ｄ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 層 １ ６ 上 に マ ス ク ２ ３ が 配 置 さ れ た 状 態 で 、 酸
素 イ オ ン を 注 入 す る 。 こ の 場 合 、 マ ス ク ２ ３ が 配 置 さ れ た 部 分 で は こ の マ ス ク ２ ３ で イ オ
ン 速 度 が 減 速 さ れ る た め 酸 素 イ オ ン が 浅 く 注 入 さ れ 、 一 方 マ ス ク ２ ３ が 配 置 さ れ て い な い
部 分 で は 酸 素 イ オ ン が 深 く 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 図 １ ５ Ｅ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 層 １ ６ に 酸 素 イ オ ン が 注 入 さ れ た Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 に
高 温 ア ニ ー ル 処 理 を 施 し 、 注 入 さ れ た 酸 素 イ オ ン と シ リ コ ン と を 反 応 さ せ て 、 シ リ コ ン 層
内 に シ リ コ ン 酸 化 膜 （ 絶 縁 膜 ） １ ４ を 生 成 し 、 絶 縁 膜 （ シ リ コ ン 酸 化 膜 ） １ ２ 、 シ リ コ ン
層 １ ３ お よ び 絶 縁 膜 （ シ リ コ ン 酸 化 膜 ） １ ４ か ら な る 光 導 波 路 ６ １ を 形 成 す る 。 な お 、 マ
ス ク ２ ３ は 、 ア ニ ー ル 処 理 前 ま た は 後 、 あ る い は あ る 程 度 ア ニ ー ル を 行 っ た 後 に 除 去 さ れ
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 メ モ リ 領 域 以 外 の 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 他 の メ モ リ セ ル の 読 み 書
き の 動 作 時 に チ ャ ネ ル ボ デ ィ に 蓄 積 さ れ た 多 数 キ ャ リ ア が 減 少 す る こ と を 抑 制 で き 、 メ モ
リ （ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ） を 持 つ 半 導 体 装 置 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し 得 る Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ 法 に よ る 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 貼 り 合 わ せ （ 研 磨 ） 法 に よ る 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 貼 り 合 わ せ （ ス マ ー ト カ ッ ト ） 法 に よ る 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ を 構 成 す る メ モ リ セ ル で あ る Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 複 数 個 の Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル が マ ト リ ッ ク ス 配 列 さ れ て な る セ ル ア レ イ を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 書 き 込 み 時 、 読 み 出 し 時 の 基 板 バ イ ア ス 電 圧 の 設 定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 書 き 込 み 時 、 読 み 出 し 時 の 基 板 バ イ ア ス 電 圧 の 他 の 設 定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 書 き 込 み 時 、 読 み 出 し 時 の 基 板 バ イ ア ス 電 圧 の さ ら に 他 の 設 定 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ 、 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ 、 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ の 配 置 例
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ 、 固 定 電 位 線 Ｓ Ｌ 、 基 板 バ イ ア ス 線 Ｖ Ｌ の 配 置 例
（ 比 較 例 ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 メ モ リ 領 域 と 他 の 領 域 の 分 離 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 内 に 形 成 さ れ た 光 導 波 路 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 Ｓ Ｉ Ｍ Ｏ Ｘ 光 導 波 路 の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 通 常 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル の 原 理 的 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 複 数 個 の Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル が マ ト リ ッ ク ス 配 列 さ れ て な る セ ル ア レ イ を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ９ 】 ボ デ ィ 電 位 と ワ ー ド 線 電 圧 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ ０ 】 Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル の 書 き 込 み 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 Ｆ Ｂ Ｃ メ モ リ セ ル の 読 み 出 し 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 １ ０ ・ ・ ・ 二 重 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 、 １ １ ・ ・ ・ シ リ コ ン 基 板 、 １ ２ ， １ ４ ・ ・ ・ 絶 縁 膜 、 １ ３
， １ ５ ・ ・ ・ シ リ コ ン 層 、 ４ ４ ・ ・ ・ ゲ ー ト 酸 化 膜 、 ４ ５ ・ ・ ・ ゲ ー ト 電 極 、 ４ ６ ・ ・ ・
ソ ー ス 拡 散 層 、 ４ ７ ・ ・ ・ ド レ イ ン 拡 散 層 、 ４ ８ ， ５ ６ ・ ・ ・ コ ン タ ク ト プ ラ グ 、 ４ ９ ，
５ ０ ， ５ ５ ・ ・ ・ 局 所 絶 縁 膜 、 ５ １ ・ ・ ・ セ ル ア レ イ 、 ６ １ ・ ・ ・ 光 導 波 路 、 １ ０ ０ ・ ・
・ Ｓ Ｏ Ｃ デ バ イ ス 、 １ ０ １ Ａ ， １ ０ １ Ｂ ・ ・ ・ Ｃ Ｐ Ｕ 、 １ ０ ２ ・ ・ ・ Ｒ Ａ Ｍ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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